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　こ の たび、第 43 回大気環境学会年会を東京都府中市の 東京農工大学農学部を会場にして 開催で きます

こ とを関係者一
同光栄に存 じ、大きな喜びとするところです。ここに、ご参会をい ただきました各位に深

く感謝する と共 に、心から歓迎申し上げます。

　人間 の 諸活動が質的に も量的に も拡大し、自然や地球 の 循環系や環境浄化 を超えるまで になり、地球温

暖化や酸性雨 ある い はオゾン層の破壊な らびに砂漠化 とい っ たよう に、地球全体の環境劣化が危機的状態

に までな っ て お り、しか も環境問題 は広汎かつ 多様化 して い ます。都市域ではディ
ーゼル排ガス削減が

早急 に解決す べ き社会問題です。これ らの 問題解決 の ためには、社会 ・経済シ ステムと個人 の 生活 システ

ム な らびに環境 シ ス テ ム を
一

つ の シ ス テ ム として 統括した環境対策がな され る必要があります。

　こ の 様な観点 と、多くの会員の ご意見などをしんしゃ くし、 当年会では次の ような種 々 の企画を計画い

た しま した。まず、特別講演には地球温 暖化問題を取り上 げま した 。
9京都議定書の 実施 と今後の 課題」

と題 しま して環境省 の浜中裕徳地球環境審議官に ご講演をい ただきます。地球温暖化対策に対す る国

の CO2 排出量削減実施 とそ の課題など に つ い て の最新の情報を ご教示頂きます。第二 に、シ ン ポジウ

ムで は 「黄砂の発生状況 と 日本へ の 影響」 と題 しま して 、工学院大学教授の 北林興 二 先生に ま とめ て

頂 く こ とに い た しま した。ご承知の よ うに、今年、日本で は黄砂の 影響が大きく現れました。そ こ で 、

日本に運 ばれて くる黄砂の状況や性質および現地における黄砂発生状況 と砂漠化防止対策な どに つ

い て ご教示頂き ます 。 日本へ の影響に つ い て の 知見を深める ことがで きるもの と期待 してお ります 。

な お、この 基調講演 として、中国 ・H 中友好環境保護セ ンター
顧 問 の全浩先生には、「中国にお ける

黄砂研究につ い て 」 の ご講演をお願 い しましたと こ ろご快諾いただき、非常にあ りが た く思 つ て お り

ます。3 名のシ ンポジス トと ともに有意義なシンポジウムが展開され るもの と期待して います。

　第三 に、 3 つ の 特別集会が企画 され ま した。特別集会 1のテ
ー

マ は 「ディ
ーゼル排ガス の影響お よ

びその対策」 であ り、全国環境研究所協議会 と 3分科会が共催して企画した もの で す。、最近の 都市大

気汚染 問題の重大関心事で ありますディ
ーゼル排ガス粒子の低減対策 と健康 リス ク評価の最近の 成

果が論 じられ る もの と思い ます。特別集会 H の テ
ーマ には地元の 三 宅島噴火の 問題を取 り上げま した。

「三宅島噴火の現状 とその 影響」 とい うテ
ーマ であ り、年会企画実行委員会の 企画 によ る ものです 。

島民の 方 々 が未だに帰島で きな い現状は歯が ゆい想 い で す。三 宅島で の 噴火状況が どうな っ て い る の

か、また三宅 島周辺地域に及ぼす影響の 最新情報が提示され る もの と期待 して い ます 。 特別集会m の

テ
ー

マ は 「山岳地域における大気汚染 ・酸性雨一気象、大気化学、酸性雨分野 か ら見た実態一j で あ
1

り、3分科会の共催企画で す。山岳域で の森林衰退が日本各地で散見されますが、そ の原因を考える端

緒にな る も の と期待して い ます。

　第四 は、学会倫理綱領検討 委員会の 企画 による特 別セ ッ シ ョ ン 「大気環境学会の 倫理綱領を考える 」

で す 。 今後の学会の倫理綱領の 取 り組みかたを討議 して いただきます。第五 は、分科会集会で 、 8 っ

の 分科会 か ら合計 23 件の 講演が行わ れ ます。なお、例年と比べ て 分科会集会数が少ない の は複数の
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分科会が 共催して特別集会を企画したか らで す。こ れ は理事会の 意向に沿う もの です。これによ っ て、

分科会集会が多い こ とによ る聴衆者 に と っ て の弊害を少 しは軽減できた と考えて い ます。また、こ の

分科会集会の全て を第一
日目 （9 月 11 日）の 夕方か ら行 うこ とがで きました。こ のためプロ グラム

編成が しやす くな りました 。

　第六 は、公開シンポジウム
“

学会と市民が つ くる環境シンポジウム 「考えよ う ：空気とく らし」
”

と い う市民参加の新企画で す 。 3 日目の 9 月 13 日の 午後 に開催します。 学会員 と市民の 間には考 え

方や 視点が大き く異なる ことが あ ります。そ の結果、学会が市民生活か ら遊離 して しま い 、研究のた

め の研究にな っ た り、学会が独善的にな りがちです。これ らは環境科学をにな う当学会の将来の た め

には好ましい こ とで はあ りませ ん。こ の様 な視点か ら こ の 新企画 を試みたもの です。幸い にも当大学

農学部が 位置する府中市とそ の近隣の国分寺市お よび小金 井市の ご協力を頂き開催でき ま した 。 7 つ

の 講演があり、討論や意見交換 の ため の 時間を多く用意 して あ ります、活発で 実 りある討論がで きる

こ とを願 っ てお ります。学会員も是非 とも積極的に市民 とともに討論に参加 して い ただきた くお願い

申し上 げます。

　第七 は、「環境技術セミナー
」 とい う新しい 企画です。これは、環境技術をにな う環境機器メ

ーカー

や企画企業か ら の新技術等 を紹介し て い た だくセ ミ ナーで す 。 研究者 と企業技術者の 接点 となる場を

提供 しよ う とする もので す。初めて の企画で ある こ ともあ り 11 件の演題 とや や少ないですが、今後の

年会にお き ま して も同様な企画が発展する こ とを願 っ て い ます 。 第八 に、環境機器展示会を年会の行

事 と して位置付けたこ とです。多くの研究者 ・技術者 にとっ て機器や ソ フ ト等は欠かせな い も の です

が、新しく開発された機器な どを手 に とっ て見る こ とがで きる絶好の チ ャンスですの で 、展示場を
一

順して こ覽頂きたく存 じます。

　
一般研究発表は 346 演題が予定されて い ます。そ の うちポス タ

ー
発表の 36演題が 2 日目の 9 月 12

日の 09 ： 30〜12 ：00 の 間に予定されて い ます。優れたポス タ
ー
発表には ベ ス トポス タ

ー
賞 （2 件）

を贈呈 し 、 同白夜め懇親会 にて表彰 します。こ の 賞は年会参加者の投票で選出しますの で 、是非ボス

タ
ー

発表を見て い ただき、投票をお願 い 申 し上げます。なお、今回、企画実行委員 の ア イデア と努力 で、

分か りやすい年会 日程表を作成 しました 。 講演者 ・
口頭発表者が誰で 、どこの会場で 、どの分野で 、誰の

座長 の も と で、い つ 発表する か が
一

目瞭然です 。 講演や研究発表等を 見逃す こ とな く参加 で きるようにな っ

て い ます。また、会場も分散 しない ように心が けたつ も りです。懇親会は、 2 日目の 9月 12B の夜に 、

由緒あ る大国魂神社にお い て 開催 し、会員相互 の 交流 と親睦を図 る 機会を設 けま した の で 、多数の

方 々 の ご参加をお待ちい た してお ります n

　さて 、 例年と比べ て
一般研究発表数はやや少ない ですが 、 多くの新しい 企画 による年会 の 運営が で きま

した。こ れは企画実行委員会委員各位の献身的な努力の賜です。各位の ご尽力に対 しまして心よ り感謝申し

上げます 。

　最後に、多数の 一
般研 究発表な らびに分科会講演をお 寄せ くださ い ま した学会員の 皆様と分科会世

話人の ご協 力に重ねて御礼申し上 げますとともに、学会員各位の積極的な学会活動 とその 意欲に心よ

り敬意を表 します。不慣れな企画
・運営の ため に、演者をは じめ ご参会の 各位に失礼や行き届かぬ と

こ ろ も種々 あろ うか と存 じますが、なにとぞ ご寛容の ほどお願 い 申し上げます。当年会が 、ご参会の 皆

様方に と っ て 実り多く有意義な も の で あり、また学会に と っ て も意義深い もの にな りますこ とを祈念

しま して年会長の挨拶といた します 。
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